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研究員 
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福江 慧 
神山天文台・

研究員 

セファイド型変光星の恒星大気

分析 

恒星物理学研究の推進、

装置開発 

新中 善晴 
神山天文台・

研究員 
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クェーサー吸収線系を用いた宇

宙化学進化史解明および次世

代高分散分光素子の開発 
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 神山天文台・研究員 鮫島 寛明 
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 神山天文台・研究員 新崎 貴之 分光器の光学設計検討 
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旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

大質量星における化学進

化過程の解明 

神山天文台・専門

員 
近藤 荘平 

恒星物理学研究の推進、

装置開発 

（変更の時期：平成 27 年４月１日） 
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新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

神山天文台・専門員 神山天文台・研究員 近藤 荘平 
恒星物理学研究の推

進、装置開発 

 

旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

赤外線用分散素子材料

の光学測定 

宇宙航空研究開発

機構･研究員 
猿楽 祐樹 

赤外線分光器の高分散分

光素子開発 

（変更の時期：平成 27 年４月１日） 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

宇宙航空研究開発機

構･研究員 
東京大学大学院・特任研究員 猿楽 祐樹 

赤外線分光器の高分散

分光素子開発 

 

削除 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

次世代赤外線高分散分

光器の開発 

東京大学大学院 

・特任研究員 
三戸 洋之 

赤外線分光器の機械光学

系開発 

（変更の時期：平成 28 年３月 31 日） 

 

旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

可視・近赤外線補償光学

装置の開発 

神山天文台・専門

員 
藤代 尚文 

高分散化の為の補償光学

装置実現 

（変更の時期：平成 28 年４月１日） 

 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

神山天文台・専門員 神山天文台・研究員 藤代 尚文 
高分散化の為の補償光

学装置実現 

 

旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

原始惑星系円盤の化学

動力学 

東京大学大学院・

特任研究員 
安井 千香子 

星間星周天文学の推進と

パイプライン開発 

（変更の時期：平成 28 年４月１日） 

 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

東京大学大学院・特

任研究員 
国立天文台・助教 安井 千香子 

星間星周天文学の推進

とパイプライン開発 

 

旧 
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ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

惑星大気の化学動力学 
理 学 部 物 理 科 学

科・准教授 
高木 征弘 

惑星大気物理学研究の推

進 

（変更の時期：平成 28 年４月１日） 

 

 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

理学部物理科学科・

准教授 

理学部宇宙物理・気象学科・

准教授 
高木 征弘 

惑星大気物理学研究の

推進 

 

旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

惑星大気の化学分析 
理 学 部 物 理 科 学

科・准教授 
佐川 英夫 

惑星大気物理学研究の推

進 

（変更の時期：平成 28 年４月１日） 

 

 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

理学部物理科学科・

准教授 

理学部宇宙物理・気象学科・

准教授 
佐川 英夫 

惑星大気物理学研究の

推進 

 

追加 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

 神山天文台・研究員 福江 慧 
LDR 法による恒星大気物

理状態の解明 

（変更の時期：平成 28 年５月１日） 

 

追加 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

 
国立天文台 チリ観測所・研

究員 
泉 奈都子 

次世代赤外線高分散分光

器の開発 

（変更の時期：平成 28 年７月１日） 

 

削除 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

次世代・赤外線高分散分

光器の開発 

神山天文台・研究

員 
新崎 貴之 分光器の光学設計検討 

（変更の時期：平成 29 年２月 28 日） 

 

削除 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

可視・近赤外線補償光学

装置の開発 

神山天文台・研究

員 
藤代 尚文 

高分散化の為の補償光学

装置実現 

（変更の時期：平成 29 年４月１日） 
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旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

赤外線用分散素子材料

の光学測定 

東京大学大学院・

特任研究員 
猿楽 祐樹 

赤外線分光器の高分散分

光素子開発 

（変更の時期：平成 29 年８月１日） 

 

 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

宇宙航空研究開発機

構・研究員 
神山天文台・研究員 猿楽 祐樹 

赤外線分光器の高分散

分光素子開発 

 

追加 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

 神山天文台・研究員 新中 善晴 
彗星組成解析、小惑星表面

分析ほか 

（変更の時期：平成 30 年４月１日） 

 

旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

惑星大気の化学動力学 
理学部宇宙物理・

気象学科・准教授 
高木 征弘 

惑星大気物理学研究の推

進 

（変更の時期：平成 30 年４月１日） 

 

 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

理学部物理科学科・

准教授 

理学部宇宙物理・気象学科・

教授 
高木 征弘 

惑星大気物理学研究の

推進 

 

１１ 研究の概要（※ 項目全体を１０枚以内で作成） 

（１）研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 

天文学者である荒木俊馬を学祖とする京都産業大学では、装置開発を基盤とした研究教

育拠点として国内私立大学として最大口径の望遠鏡を有する神山天文台を平成 22 年度に

設置し、これを研究・教育の要として位置付け、世界最高水準の機器開発を中心に研究を推

進してきた。特に、これまで未開拓であった波長１μm 帯域における天体分光学の分野で

は、世界最高水準の性能を誇る近赤外線高分散分光器の開発を行い、これを活用した観測

天文学的成果を上げている。神山天文台は装置開発／観測研究の両面から、近赤外線波

長域における高分散分光学研究において国内で重要な位置を占めつつある。本研究では、

「近赤外線高分散分光器の高分散化およびこれを活用した天体の精密化学分析・動力学的

研究」を中核とし、赤外線高分散分光天文学およびその関連装置／基礎技術開発のための

国内拠点を形成する。 

神山天文台の過去の研究活動の中では、「独自の観測装置を開発し、これを用いて世界

最高水準の研究を推進する」という戦略が成功しており、開発／研究活動と学生教育を一体

化したスタイルによって、人材の育成にも取組んでいる。平成 25 年度より、波長１μm 帯で世

界最高性能を誇る近赤外線高分散分光器を用いた開発／研究にリソースを集中投資し、観
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測研究ならびに装置開発を推進してきた。このような研究業績を背景に、今後、近赤外線波

長域におけるイマージョン回折格子や高ブレーズ角回折格子など赤外線高分散分光天文学

の発展に不可欠となる基礎技術の開発を含め、赤外線高分散分光器の開発拠点およびこれ

を用いた研究拠点として神山天文台を更に発展させることで、京都産業大学の独自性を打ち

出すとともに、国内における関連研究の発展を支援することができる。特に波長１μm 付近で

の高分散化は、各種回折格子など分光器に必要な分散素子の開発のみならず、可視〜近

赤外線波長域における補償光学技術の開発などとも密接に関連しており、未だ十分には開

拓されていない困難かつ重要な研究・開発課題であると言える。赤外線波長域での高分散

化は、宇宙における各種元素組成比、同位体比などの決定に重要な役割を果たし、かつ、天

の川銀河の中心方向のようなダストによる減光が大きな領域であっても透過性が高いという

観点から、また、遠方の形外銀河などについては、遠く過去の情報を得ることができるという

観点からも、研究上の重要性が極めて高い課題であると言える。本研究プロジェクトの学術

的な特色は、赤外線波長域の高分散化基盤技術を開発し、これを応用した独自の天体観測

装置を用いて、各種天体の化学／動力学を手がかりとして宇宙の化学進化史を明らかにす

るという点にある。更に、この研究プロジェクトを推進することで、国内に赤外線高分散分光

天文学の研究拠点を形成し、各研究機関における関連装置の開発を業務委託等の形で支

援できる体制が整う。 

研究プロジェクトでは①観測天文学的研究と②関連する装置および基礎技術開発を、歩

調を合わせて推進する。いずれも京都産業大学神山天文台において実施する研究・教育の

要であり、既に、ある程度の設備が整っていることがメリットである。国内では、観測装置関連

技術の高度化に伴い、赤外線天文学における高分散分光学の発展が遅れている。赤外線

高分散分光天文学の推進のためには関連する観測装置・基礎技術の開発が必要であり、ま

た技術開発が天文学的研究テーマと乖離しないためにも、観測天文学的研究と一体となった

推進体制が必要である。天文学の発展において分光学が果たして来た役割は非常に大き

い。特に、赤外線波長域では原子だけでなく多種多様な分子の遷移が観測されることが特徴

である。分子の形では各種同位体元素の存在比が観測しやすくなる等の利点の他、銀河系

中心方向など星間塵のシビアな減光に隠されている領域についても観測が可能となるメリッ

トがある。観測される分子の多様性という点からは、電波領域では観測できないような対称性

の高い分子でも、近赤外線領域の振動または電子遷移によって観測が可能となる。このよう

に利点の多い波長域ではあるものの、効率の良い天体用高分散分光器の発展が可視光線

波長域に比べて遅れたため、未だに高分散分光学的視点からの研究が十分には進んでい

ない波長域でもある。赤外線高分散分光天文学のメリットは、まさにここにある。 

（２）研究組織 

本研究では、京都産業大学神山天文台が中心となって研究を実施している。神山天文台

には台長の河北をはじめ、研究員として赤外線波長域での高分散分光学的研究および関連

装置開発を主たる研究テーマとするスタッフが揃っている。また、神山天文台は平成 25 年度

に東京大学大学院と近赤外線高分散分光器の開発等を目的として研究協定を結び、両組織

の研究者が神山天文台における装置開発および当該施設を活用した観測研究を推進してき

た。更に、客員研究員として国内装置開発の有力者を招いて研究を実施しており、国内にお

ける高分散赤外線天文学の研究者が一堂に会するといった様相を呈している。以上の陣容

に加え、神山天文台と教育面で連携を図っている京都産業大学理学部物理科学科から分子

分光学に造詣の深いスタッフを迎えており、実験室分光学分野を強化した。また、本研究で

は若手研究者中心に更にスタッフを採用し、国内における当該分野の将来に向けた強化を

図っており、平成２８年度には PD 研究員 7 名が研究プロジェクトに参加している。また、PD 研

究員に加えてリサーチアシスタント(RA)の雇用も行い、当該分野の将来を担う博士課程在籍

者の育成にも取組んできた。毎年１−２名の RA を雇用している。 
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研究代表者は、神山天文台長として当該研究組織の全体を統括する一方で研究プロジェ

クトの中で太陽系天文学の分野を担当し、観測研究を推進してきた。また、総勢１６名になる

研究者の分担や責任体制については、毎週ミーティングを実施し、各担当の報告および今後

についての議論を継続し、担当者の責任を明確にする体制をとっている。前述のように RA と

して２名程度を雇用する一方、修士課程在籍の大学院生および学部学生が定常的に５−１０

名程度、研究プロジェクトに参加しており、その教育的効果も含め、研究の活性化に繋がって

いる。研究支援体制については、神山天文台が属する本学・研究機構事務職員による各種

物品調達、予算執行、アウトリーチ活動などの業務についての支援体制をとっており、研究

者と事務職員との連携によって、きわめて効率的かつ速やかな研究遂行を可能としている。

共同研究機関である東京大学大学院とはスタッフの綿密な連携を実現しており、共同研究基

幹の研究スタッフが前述の定例ミーティングにも参加している。 

（３）研究施設・設備等 

研究施設としては神山天文台（平成２１年度完成、1,889m2）および万有館B209実験室なら

び に B204 実験室(平成２５年度完成、合計 168m2)を利用している。それぞれ、平均３０名お

よび１０名程度の研究者が利用している。これらは既に本研究プロジェクト開始前に整備がで

きており、プロジェクト開始当初から利用を続けている。 

主な研究装置・設備については、本研究プロジェクト開始前に整備が済んでいるもの以外

では以下のとおりとなっている。 

・赤外線検出器(Eng.級)【平成２７年度】、利用時間：６０００時間 

・イマージョン回折格子(波長１μm、装置搭載用)【平成２７年度】、利用時間：７０００時間 

・赤外線検出器(Sci.級)【平成２８年度】、利用時間：２０００時間 

・イマージョン回折格子(MIR、装置搭載用)【平成２８年度】、利用時間：３０００時間 

・中間赤外線用エシェルメーター【平成２８年度】、利用時間２０００時間 

（４）研究成果の概要 ※下記、１３及び１４に対応する成果には下線及び＊を付すこと。 

本研究の成果は、大きく３つに分けられる。①近赤外線高分散分光天文学の観測的成果、

②近赤外線高分散分光天文装置の開発、③赤外線高分散分光測定技術における基盤技術

の開発、である。その他、④太陽系始原天体の観測的研究についての成果が顕著であった。 

 

＜優れた成果が上がった点＞ 

本研究プロジェクトにおける優れた成果が上がった点は、神山天文台の口径 1.3m 荒木望遠

鏡に設置されていた近赤外線高分散分光器 WINERED を、チリ共和国 ラシヤ天文台の口径

3.6m NTT 望遠鏡に移設し、天文学的にも興味のある天体が多い南天において、より大きな

口径の望遠鏡を用いて観測研究を推進することができた点であろう。また、研究プロジェクト

の最終年度には、更に大口径の口径 6.5m マゼラン望遠鏡（ラスカンパナス天文台、チリ共和

国）に WINERED を移設することが確定している。口径 1.3m 荒木望遠鏡および口径 3.6m NTT

望遠鏡に装着した WINERED による観測成果は、中小口径の望遠鏡ではあるものの世界トッ

プレベルの成果を挙げることに成功している。特に口径 3.6m NTT 望遠鏡に WINERED を装着

した際のクェーサー吸収線系の観測成果は、口径 8.2mすばる望遠鏡および同望遠鏡に現時

点で装着されている近赤外線高分散分光器を用いて行った同一天体の観測データ S/N 比を

凌駕しており、実質的に 1μｍ波長域において世界でもっとも遠方の天体に手が届くといえ

る。口径 6.5m マゼラン望遠鏡と WINERED の組合わせは、その限界を更に推し進め、現時点

でもっとも遠方の宇宙に手が届くということを意味している。 

以下、各テーマにおける成果を列挙した。 

 

①近赤外線高分散分光天文学の観測的成果 

・DIB（ぼやけた星間吸収線）に関する観測的研究[＊10, 21, 30] 
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近赤外線波長域における DIB を多数、発見した。従来、DIB の研究は可視光線波長域におい

て行われており、陽イオンや比較的大きな分子のラインが現れると予想されている近赤外線

波長域での DIB 探査およびその研究は進んでいなかった。近赤外線波長域における高効

率・高分散分光器 WINERED を用いることで、従来の望遠鏡・観測装置よりも効率的に多くの

DIB を発見することに成功した。 

・地球大気吸収線の補正手法に関する研究[＊8] 

赤外線高分散分光観測において地球大気の吸収線補正は非常に重要な処理プロセスであ

る。しかし、S/N 比＞500 にも達する高精密スペクトルの解析においては、地球大気吸収線の

補正もこれに匹敵する精度が要求される。われわれは WINERED で得られた高 S/N 比スペク

トルの大気吸収線補正を行うため、A 型星のような恒星大気由来の吸収線の少ない天体を

「大気標準星」として観測することで、装置由来の吸収線プロファイルの微妙な違いを取り入

れた補正手法を確立した。 

・LBV における質量放出現象に関する研究[＊7] 

典型的な LBV(Luminus Blue Variable)である P Cyg の近赤外線分光観測によりスペクトル中

に[Fe II]の輝線を検出した。この輝線の空間プロファイルから P Cyg からの質量放出につい

て A.D.1600 年の放出による成分のほか、恒星風が先の質量放出部分に衝突することで発生

するリバースショックによるものであることを突き止めた。 

・変光星を含む恒星の大気組成分析手法に関する研究[＊1, 11, 13, 27] 

従来、比較的低温度の恒星大気についての化学組成・有効温度等の研究は、高分散スペク

トルにおいてさえ連続光成分が決定しにくいという課題があり、特に近赤外線波長域では十

分に発展してこなかった。しかし、RR Lyr 型、セファイド型、Mira 型変光星といった不安定帯に

属する低温度大気の恒星については、近赤外線波長域での観測が非常に有効である。本研

究では、各種脈度変光星における有効温度や化学組成解析の新しい手法の確立を行った。 

・１ミクロン波長帯における恒星ラインリスト[＊5] 

近赤外線波長域は、可視光線波長域にくらべて高分散分光学的手法の適応が遅れてきたた

め、可視光線波長域のような恒星ラインリストの整備が遅れている。特に高分散分光スペクト

ルに見られる微弱な吸収線の同定などは、たとえば A 型星を地球大気吸収線の補正のため

に利用するという従前の手法において、十分に確認されるべき問題である。本研究プロジェク

トでは O-B-A-F-G-K-M というスペクトル系列の中で、順次、恒星ラインリストの出版を行っ

ている。現在、A 型星のラインリストが出版済みとなり、OB 型および FGK 型についてのライン

リストが準備中である。 

・彗星コマ中の有機分子組成比、同位体組成比などに関する研究[＊4, 15] 

太陽系の始原天体である彗星に含まれるガス成分の同定および組成比解析、同位体比に

関する研究は、太陽系資源物質の起源を探る上で重要である。特に WINERED が開拓した近

赤外線波長域(0.9－1.3μｍ)は、過去に十分なラインサーベイがなされておらず、同波長域に

見られる CN分子の同位体比決定などにおいて重要な波長域と考えられる。本研究では彗星

コマの同波長域における高分散分光スペクトルから CN 分子の発光メカニズムについて太陽

光励起が主な駆動原因であることを突き止めた。また、波長３μｍ帯における有機分子輝線

の観測を行い、観測例が少ない木星族短周期彗星について多くの有機分子組成比を明らか

にした。 

 

②近赤外線高分散分光天文装置の開発 

・WINERED の開発に関する研究[＊24, 25, 28] 

WINERED は波長帯 0.9－1.3μｍにおいてきわめて高い効率を有する高分散分光器である。

観測モードとして、前述の波長域を一度にカバーする WIDE モード（波長分解能 R=28,000）と

高波長分解能モード（R=70,000）を安定して実現できる。そのためには多くの開発要素がある
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が、カメラ部分以外は非冷却で実現するというコンセプトにより、高いメンテナンス性を実現し

た。また、そうした特長が功を奏し、比較的柔軟な開発スケジュールのもとで様々な開発を行

ってきた。特に高波長分解能モードの実現には高ブレーズ角エシェル格子を２つモザイクにし

て使用しており、そのための高精度な位置決めメカニズムを開発している。 

・次世代近赤外線高分散分光器の開発に関する研究[＊22] 

波長 2.5-5μｍ帯の赤外線高分散分光器 VINROUGE の開発を行った。分散素子としてイマ

ージョン回折格子を用いており、きわめてコンパクト（60cm×60cm×60cm）に高い波長分解

能（R=80,000）を実現できる設計を実現した。Ge 製イマージョン回折格子を用いているため、

通常のエシェル回折格子を用いた場合にくらべてサイズが１／n３に縮小できる（n は屈折率

であり Ge の場合は約４）。本研究は、将来的な地上の超大型望遠鏡用の赤外線高分散分光

器あるいは宇宙望遠鏡用の赤外線高分散分光器を実現するうえで必須の基礎技術開発で

ある。 

 

③赤外線高分散分光測定技術における基盤技術の開発 

・イマージョン回折格子の開発研究（CZT 製／Ge 製イマージョン回折格子開発、材料候補物

質の透過率精密測定）[＊19, 20, 23, 26, 29, 31, 32] 

前述②の「次世代近赤外線高分散分光器の開発に関する研究」でも述べたように、赤外線高

分散分光器の開発においてイマージョン回折格子の開発は必須の基礎技術である。とくに赤

外線波長域で十分に透明であること（光路が材料中を透過する必要がある）ならびに十分な

精密加工性が担保され、かつ大型の結晶材料が入手できることが必要である。これまで、

Cd-Zc-Te および Ge 製のイマージョン回折格子の開発に成功している。また、こうした材料選

定において、赤外線波長域において精密な透過率測定が必須であり、独自システムの開発

を行って、実際の運用温度である 30K 程度での透過率測定を目指している。 

 

④その他、太陽系始原天体に関する観測的研究[＊2, 3, 6, 9, 12, 14, 16, 17, 18] 

 太陽系始原天体である彗星や小惑星の物理観測を通じて、太陽系形成過程あるいは起源

物質に迫ってきた。可視光高分散分光および可視光偏光観測など、様々な観測手法を用い

ることで飛翔体との連携を行ない、惑星科学的見地から研究を進めた。 

 

 

＜課題となった点＞ 

WINERED を国外の天文台へ移設する際には、輸出入や免税手続きに関して専門的な知識

を必要とする申請を行う。これらは研究以外の事務手続きの部分になるが、通常の大学事務

とは大きく異なり、当該分野の知識がなければ多くの時間と労力を費やすことになり、研究の

進捗に支障をきたすことになる。手続きを迅速に進めるためには、手続きに精通したスタッフ

が必要になる。これらの手続き・申請をスムーズに行えるように、専門的知識をもったスタッフ

の雇用・派遣について、文部科学省からの支援を受けて研究の効率化を図れるように期待

する。 

 

 

＜自己評価の実施結果と対応状況＞ 

神山天文台での活動に関しては、神山天文台運営委員会（委員長：神山天文台長）にて審議

が行われる。本研究プロジェクトについては年度ごとの実施計画を毎年、同委員会にて報告

しており、同委員会の構成員（理学部、情報理工学部、生命科学部など理系学部の教員およ

び神山天文台の研究員、事務職員）からのコメントを参考にしつつ、年度計画立案・推進して

いる。最終的な 5 年間の成果についても、2019 年 5 月 9 日開催の報告を行い、研究の進捗
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がおおむね妥当であると結論した。 

 

 

＜外部（第三者）評価の実施結果と対応状況＞ 

京都産業大学 神山天文台は、同大学 研究機構の下に位置する研究所のひとつであり、そ

の研究成果等については、研究機構運営委員会（委員長：学長）において報告を行ってい

る。同委員会でのコメントを受け、適宜これらに対応する形で、神山天文台長が研究を主導し

てきた。 

 

 

＜研究期間終了後の展望＞ 

京都産業大学 神山天文台は、本研究プロジェクトの成果を受けて日本国内外における赤外

線高分散分光天文学の拠点として、多くの成果を挙げてきた。2019 年度以降も赤外線高分

散分光天文学を神山天文台の研究・開発の柱として、「赤外線高分散ラボ：Laboratory of 

Infrared High-resolution spectroscopy」プロジェクトの活動を継続する。現在も WINERED のチ

リ共和国ラスカンパナス天文台・口径 6.5m マゼラン望遠鏡への移設や各種基盤技術の開

発、また既にチリ共和国のラシヤ天文台・口径 3.5m NTT 望遠鏡で WINERED を用いて得られ

た各種高分散スペクトルの解析・論文化を継続して行っている。神山天文台における研究活

動は京都産業大学にとっても理系ブランディングとして確立されたものであり、既に 2019 年度

から 3 ヵ年の研究計画を立案して推進中である。 

 

 

＜研究成果の副次的効果＞ 

本研究プロジェクトの成果の多くは、これまでに高分散分光天文学の観点で日の目を見るこ

とが少なかった波長 0.9-1.3μｍ帯での観測研究、および赤外線高分散分光測定の基盤技

術となるべき要素の研究開発がメインとなっている。そのため、観測研究においては、今後、

更に大型の地上望遠鏡や宇宙望遠鏡においてなすべき次世代のサイエンスを明確なものに

するための基盤となっている。また、イマージョン回折格子やセラミックス製アサーマル光学

系のように、次世代赤外線天文観測装置の基盤技術となる技術要素開発の成果は、今後の

天文装置開発に大きなインパクトを与えることになる。 

 

１２ キーワード（当該研究内容をよく表していると思われるものを８項目以内で記載してくださ

い。） 

（１）赤外線高分散分光天文学   （２）恒星               （３） 星間物質        

（４）太陽系     （５）イマージョン回折格子   （６）                  

（７）                   （８）                   

 

１３ 研究発表の状況（研究論文等公表状況。印刷中も含む。） 

上記、１１(４)に記載した研究成果に対応するものには＊を付すこと。 

 

＜雑誌論文＞ 

１． 論文名：FeI lines in 0.91-1.33μm spectra of red giants for measuring the  

microturbulence and metallicities、著者名：Kondo, Sohei; Fukue, Kei; Matsunaga, Noriyuki; 
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Hidekazu; Hashiba, Yasuhito; Hashimoto, Osamu; Hayashida, Kenzo; Hiratsuka, Yuichiro; 

Honda, Satoshi; Imai, Masataka; Inoue, Kanichiro; Ishibashi, Michiko; Iwata, Ikuru; Izumiura, 

Hideyuki; Kanda, Yuka; Kawabata, Miho; Kawaguchi, Kenji; Kawai, Nobuyuki; Kokubo, 

Mitsuru; Kuroda, Daisuke; Maehara, Hiroyuki; Mito, Hiroyuki; Mitsuda, Kazuma; Miyagawa, 

Ryota; Miyaji, Takeshi; Miyamoto, Yusuke; Morihana, Kumiko; Moritani, Yuki; 

Morokuma-Matsui, Kana; Murakami, Kotone; Murata, Katsuhiro L.; Nagayama, Takahiro; 

Nakamura, Kazuki; Nakaoka, Tatsuya; Niinuma, Kotaro; Nishimori, Takafumi; Nogami, 

Daisaku; Oasa, Yumiko; Oda, Tatsunori; Ohshima, Tomohito; Saito, Yoshihiko; Sakata, 

Shuichiro; Sako, Shigeyuki; Sarugaku, Yuki; Sawada-Satoh, Satoko; Seino, Genta; Sorai, 

Kazuo; Soyano, Takao; Taddia, Francesco; Takahashi, Jun; Takagi, Yuhei; Takaki, 

Katsutoshi; Takata, Koji; Tarusawa, Ken'ichi; Uemura, Makoto; Ui, Takahiro; Urago, Riku; 

Ushioda, Kazutoshi; Watanabe, Jun-ichi; Watanabe, Makoto; Yamashita, Satoshi; 

Yanagisawa, Kenshi; Yonekura, Yoshinori; Yoshida, Michitoshi 、掲載誌名：Publications of 

the Astronomical Society of Japan、査読の有無：有、巻：Volume 69、最初と最後の頁：

Issue 5, id.82 、発表年：2017 年 

70．論文名：A unified spectral variation model for Seyfert 1 Galaxies observed with NuSTAR  

and XMM/Suzaku、著者名：Ebisawa, K.; Kusunoki, E.; Mizumoto, M.; Sameshima, H. 、掲載

誌名：The X-ray Universe 2017 、査読の有無：、巻：、最初と最後の頁：p.73、発表年：
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2017 年 

71．論文名：Near-infrared Spectroscopic Observations of Comet C/2013 R1 (Lovejoy) by  

WINERED: CN Red-system Band Emission、著者名：Shinnaka, Yoshiharu; Kawakita, 

Hideyo; Kondo, Sohei; Ikeda, Yuji; Kobayashi, Naoto; Hamano, Satoshi; Sameshima, Hiroaki; 

Fukue, Kei; Matsunaga, Noriyuki; Yasui, Chikako; and 8 coauthors、掲載誌名：The 

Astronomical Journal、査読の有無：有、巻：154、最初と最後の頁：article id. 45、発表年：

2017 年（＊15） 

72．論文名：The Abel transformation deconvolves comets: Gas structure of comet C/2013  

R1 (Lovejoy)、著者名：Hasegawa, Takashi; Kawakita, Hideyo、掲載誌名：Pub. Astron. Soc. 

Japan、査読の有無：有、巻：69、最初と最後の頁：article id. 54、発表年：2017 年（＊16） 

73．論文名：the Formation Mechanism of C2H6 with Astronomical Interest、著者名： 

Kobayashi, Hitomi; Hidaka, Hiroshi; Lamberts, Thanja; Hama, Tetsuya; Kawakita, Hideyo; 

Kästner, Johannes; Watanabe, Naoki、掲載誌名：The Astrophysical Journal、査読の有

無：有、巻：837、最初と最後の頁：article id. 155、発表年：2017 年（＊17） 

74．論文名：Imaging Observations of the Hydrogen Coma of Comet  

67P/Churyumov-Gerasimenko in 2015 September by the PROCYON/LAICA、著者名：

Shinnaka, Yoshiharu; Fougere, Nicolas; Kawakita, Hideyo; Kameda, Shingo; Combi, Michael 

R.; Ikezawa, Shota; Seki, Ayana; Kuwabara, Masaki; Sato, Masaki; Taguchi, Makoto; 

Yoshikawa, Ichiro、掲載誌名：The Astronomical Journal、査読の有無：有、巻：153、最初

と最後の頁：article id. 76、発表年：2017 年（＊18） 

75．論文名：Mid-infrared Spectroscopic Observations of the Dust-forming Classical Nova  

V2676 Oph 、 著 者 名 ： Kawakita, Hideyo; Ootsubo, Takafumi; Arai, Akira; Shinnaka, 

Yoshiharu; Nagashima, Masayoshi、掲載誌名：The Astronomical Journal、査読の有無：

有、巻：153、最初と最後の頁：article id. 74、発表年：2017 年 

76．論文名：High dispersion spectroscopy of Venus at 1.0 mum using WINERED at Koyama  

Astronomical Observatory、著者名：Sagawa, Hideo; Hamano, Satoshi; Kawakita, Hideyo; 

Ikeda, Yuji; Otsubo, Shogo; Lee, Yeon Joo、掲載誌名：American Astronomical Society、査

読の有無：無、巻：DPS meeting #48、最初と最後の頁：id.216.14、発表年：2016 年 

77．論文名：Immersion Gratings for Infrared High-resolution Spectroscopy、著者名：  

Sarugaku, Yuki; Ikeda, Yuji; Kobayashi, Naoto; Kaji, Sayumi; Sukegawa, Takashi; Sugiyama, 

Shigeru; Nakagawa, Takao; Arasaki, Takayuki; Kondo, Sohei; Nakanishi, Kenshi; Yasui, 

Chikako; Kawakita, Hideyo、掲載誌名：American Astronomical Society、査読の有無：有、

巻：DPS meeting #48、最初と最後の頁：id.123.40、発表年：2016 年（＊19） 

78．論文名： A lack of classical Cepheids in the inner part of the Galactic disc、著者名： 

Matsunaga, Noriyuki; Feast, Michael W.; Bono, Giuseppe; Kobayashi, Naoto; Inno, Laura; 

Nagayama, Takahiro; Nishiyama, Shogo; Matsuoka, Yoshiki; Nagata, Tetsuya、掲載誌名：

Monthly Notices of the Royal Astronomical Society、査読の有無：有、巻：Volume 462 

Issue 1、最初と最後の頁：p.414-420、発表年：2016 年 

79．論文名：Low-metallicity Young Clusters in the Outer Galaxy. II. Sh 2-208、著者名：Yasui,  

Chikako; Kobayashi, Naoto; Saito, Masao; Izumi, Natsuko、掲載誌名：The Astronomical 

Journal、査読の有無：有、巻：Volume 151 Issue5、最初と最後の頁：article id. 115、発表

年：2016 年 

80．論文名：Infrared Attenuation Spectrum of Bulk High-Resistivity CdZnTe Single Crystal in  

Transparent Wavelength Region Between Electronic and Lattice Absorptions、著者名：

Sarugaku, Yuki; Kaji, Sayumi; Ikeda, Yuji; Kobayashi, Naoto; Sukegawa, Takashi; Nakagawa, 

Takao; Kataza, Hirokazu; Kondo, Sohei; Yasui, Chikako; Nakanishi, Kenshi; Kawakita, 
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Hideyo、掲載誌名：Journal of Electronic Materials、査読の有無：有、巻：Vol. 46、最初と

最後の頁：DOI: 10.1007/s11664-016-4917-3、発表年：2016 年（＊20） 

81．論文名：Near Infrared Diffuse Interstellar Bands Toward the Cygnus OB2 Association、 

著者名：Hamano, Satoshi; Kobayashi, Naoto; Kondo, Sohei; Sameshima, Hiroaki; Nakanishi, 

Kenshi; Ikeda, Yuji; Yasui, Chikako; Mizumoto, Misaki; Matsunaga, Noriyuki; Fukue, Kei; and 

9 coauthors、掲載誌名：The Astrophysical Journal、査読の有無：有、巻：Volume 821, 

Issue 1、最初と最後の頁：article id. 42、発表年：2016 年（＊21） 

82．論文名：VINROUGE: a very compact 2-5um high-resolution spectrograph with  

germanium immersion grating、著者名：Arasaki, T.; Ikeda, Y.; and 5 authors、掲載誌名：

Proceedings of the SPIE、査読の有無：無、巻 Volume 9908：、最初と最後の頁：

DOI:10.1117/12.2233739、発表年：2016 年（＊22） 

83．論文名：Cryogenic performances of high-efficiency germanium immersion grating、著者 

名：Sarugaku, Y.; Kaji, S.; Ikeda, Y.; and 7 authors、掲載誌名：Proceedings of the SPIE、査

読の有無：無、巻 Volume 9906：、最初と最後の頁：id. 990637、発表年：2016 年（＊23） 

84．論文名：High-sensitivity, wide coverage, and high-resolution NIR non-cryogenic  

spectrograph: WINERED、著者名：Ikeda, Y.; Kobayashi, N.; and 24 authors、掲載誌名：

Proceedings of the SPIE、査読の有無：無、巻 Volume 9908：、最初と最後の頁：

DOI:10.1117/12.2230886、発表年：2016 年（＊24） 

85．論文名：First high-efficiency and high-resolution NIR spectroscopy with high-blazed  

Echelle grating: WINERED HIRES-mode w/R80,000 commissioned、著者名：Ootsubo, S.; 

and 15 authors、掲載誌名：Proceedings of the SPIE、査読の有無：無、巻：Volume 9908、

最初と最後の頁：DOI:10.1117/12.2233845、発表年：2016 年（＊25） 

86．論文名：The development of a cryogenic FTIR system for measuring very small  

attenuation coefficients of infrared material、著者名：Kaji, S.; and 8 authors、掲載誌名：

Proceedings of the SPIE、査読の有無：無、巻：  Volume 9912、最初と最後の頁：

DOI:10.1117/12.2233943、発表年：2016 年（＊26） 

87．論文名：Herbig Ae/Be Candidate Stars in the Innermost Galactic Disk: Quartet  

Cluster、著者名：Yasui, C.; Kobayashi, N.; Hamano, S.; Kondo, S.; and 3 authors、掲載誌

名：The Astrophysical Journal、査読の有無：有、巻：Volume 817、最初と最後の頁：

article id. 181、発表年：2016 年 

88．論文名：Low-metallicity Young Clusters in the Outer Galaxy. I. Sh 2-207、著者名： 

Yasui, C.; Kobayashi, N., and 3 authors、掲載誌名：The Astronomical Journal、査読の有

無：有、巻：Volume 151、最初と最後の頁：article id. 50、発表年：2016 年 

89．論文名：Line-depth Ratios in H-band Spectra to Determine Effective Temperatures of  

G- and K-type Giants and Supergiants、著者名： Fukue, Kei; Matsunaga, Noriyuki; 

Yamamoto, Ryo; Kondo, Sohei; Kobayashi, Naoto; Ikeda, Yuji; Hamano, Satoshi; Yasui, 

Chikako; Arasaki, Takayuki; Tsujimoto, Takuji; Bono, Giuseppe; Inno, Laura.、掲載誌名：

The Astrophysical Journal 、査読の有無：有、巻：Volume 812 Issue 1、最初と最後の

頁：article id. 64、発表年：2015 年（＊27） 

90．論文名：Performance Estimation of the Mid-Infrared Camera and Spectrometer Aboard  

SPICA、著者名：Kataza, Hirokazu; Sakon, Itsuki; Wada, Takehiko; Sarugaku, Yuki; 

Fujishiro, Naofumi; Ikeda, Yuji; Mitani, Shinji; Ohyama, Youichi; Kobayashi, Naoto.、掲載誌

名：Journal of Astronomical Instrumentation、査読の有無：有、巻：Volume 4、最初と最

後の頁：Issue 1n02, id. 1550001、発表年：2015 年 

91．論文名：High-resolution spectroscopy of the CN red system in comet C/2013 R1  

(Lovejoy) using WINERED at Koyama Astronomical Observatory、著者名：Kawakita, 
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Hideyo; Shinnaka, Yoshiharu; Kondo, Sohei; Hamano, Satoshi; Sameshima, Hiroaki; 

Nakanishi, Kenshi; Kawanishi, Takafumi; Nakaoka, Tetsuya; Otsubo, Shogo; Kinoshita, 

Masaomi; Ikeda, Yuji; Yamamoto, Ryo; Izumi, Natsuko; Fukue, Kei; Yasui, Chikako; Mito, 

Hiroyuki; Sarugaku, Yuki; Matsunaga, Noriyuki; Kobayashi, Naoto、掲載誌名：American 

Astronomical Society、査読の有無：無、巻：DPS meeting #47、最初と最後の頁：

id.415.15、発表年：2015 年 

92．論文名：A Warm Near-Infrared High-Resolution Spectrograph with Very High  

Throughput (WINERED)、著者名 Kondo, Sohei; Ikeda, Yuji; Kobayashi, Naoto; Yasui, 

Chikako; Mito, Hiroyuki; Fukue, Kei; Nakanishi, Kenshi; Kawanishi, Takafumi; Nakaoka, 

Tetsuya; Otsubo, Shogo; Kinoshita, Masaomi; Kitano, Ayaka; Hamano, Satoshi; Mizumoto, 

Misaki; Yamamoto, Ryo; Izumi, Natsuko; Matsunaga, Noriyuki; Kawakita, Hideyo.、掲載誌

名：eprint arXiv:1501.03403、査読の有無：無、最初と最後の頁：1501.03403、発表年：

2015 年（＊28） 

93．論文名：Machined immersion grating with theoretically predicted diffraction efficiency、 

著者名：Ikeda, Y., Kobayashi, N., Sarugaku, Y., et al.、掲載誌名：Applied Optics、査読の

有無：有、巻：vol. 54, issue 16、最初と最後の頁：5193-5202、発表年：2015 年（＊29） 

94．論文名：Near-infrared Diffuse Interstellar Bands in 0.91-1.32 μm、著者名：Hamano, S.,  

Kobayashi, N., Kondo, S., et al.、掲載誌名：The Astrophysical Journal、査読の有無：有、

巻：Volume 800、最初と最後の頁：article id. 137、発表年：2015 年（＊30） 

95．論文名：Kinematics of Classical Cepheids in the Nuclear Stellar Disk、著者名： 

Matsunaga, N., Fukue, K., Yamamoto, R., et al.、掲載誌名：The Astrophysical Journal、査

読の有無：有、巻：Volume 799, 最初と最後の頁：article id. 46、発表年：2015 年 

96．論文名：ZnSe immersion grating in the short NIR region、著者名：Ikeda, Y., Kobayashi,  

N., et al.、掲載誌名：Proceedings of the SPIE、査読の有無：無、巻：Volume 9151、最初

と最後の頁：doi: 10.1117/12.2055378、発表年：2014 年（＊31） 

97．論文名：The precise measurement of the attenuation coefficients of various IR optical  

materials applicable to immersion grating、著者名：Kaji, S; Ikeda, Y., et al.、掲載誌名：

Proceedings of the SPIE、査読の有無：無、巻：Volume 9147、最初と最後の頁：doi: 

10.1117/12.2055644、発表年：2014 年（＊32） 

＜図書＞ 

該当なし 

 

＜学会発表＞ 

１． 学会名：日本天文学会 2019 年春季年会、発表者：濱野哲史、発表標題名：近赤外線高 

分散分光器 WINERED: データ解析パイプラインの開発、開催地：東京都 法政大学小金

井キャンパス、発表年月：2019.3.14-17 

２． 学会名：日本天文学会 2019 年春季年会、発表者：鮫島寛明、発表標題名：中赤方偏移 

クェーサーの広輝線領域における[Mg/Fe]組成比の導出、開催地：東京都 法政大学小

金井キャンパス、発表年月：2019.3.14-17 

３． 学会名：日本天文学会 2019 年春季年会、発表者：福江慧、発表標題名：近赤外線高分 

散分光器 WINERED : 晩期型星の近赤外線高分散スペクトルを 用いた元素のアバンダ

ンス導出と発展性について、開催地：東京都 法政大学小金井キャンパス、発表年月：

2019.3.14-17 

４． 学会名：第８回可視赤外線観測装装置技術ワークショップ、発表者：池田優二、発表標題 

名：WINERED チリに行く - La Silla から Magellan へ、開催地：国立天文台、発表年月：

2019.2.25-26 
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５． 学会名：Subaru Users' Meeting FY2018 Final Circular(すばるユーザーズミーティング  

FY2018)、発表者：Shinnaka, Yoshiharu、発表標題名：Birth-place of comet 17P/Holmes: 

Mass ratios of minerals determined from mid-infrared spectra of the comet、開催地：国

立天文台三鷹キャンパス、発表年月：2019.1.28-30 

６． 学会名：Cosmic Shadow 2018 -クェーサー吸収線系でみる宇宙-、発表者：濱野哲史、発 

表標題名：Diffuse Interstellar Bands: Cosmic Shadow of Interstellar Molecules、開催地：

沖縄県石垣市 大濱信泉記念館、発表年月：2018.11.24-25 

７． 学会名：WINERED 研究会 2018、発表者：鮫島寛明、発表標題名：大気吸収補正法の考

案と WINERED スペクトルへの適用例、開催地：東京大学、発表年月：2018.11.19-20 

８．学会名：WINERED 研究会 2018、発表者：池田優二、発表標題名：ラインリスト（K 型、G 

型）、開催地：東京大学、発表年月：2018.11.19-20 

９．学会名：WINERED 研究会 2018、発表者：近藤荘平、発表標題名：WINERED 波長域の FeI 

ラインによる K 型 Giant の金属量とミクロ乱流の決定、開催地：東京大学、発表年月：

2018.11.19-20 

10．学会名：WINERED 研究会 2018、発表者：福江慧、発表標題名：WINERED データを用いた 

金属量標準星の化学組成解析、開催地：東京大学、発表年月：2018.11.19-20 

11.学会名：WINERED 研究会 2018、発表者：松永典之、発表標題名：WINERED 波長域のレア 

な元素・イオンのライン、開催地：東京大学、発表年月：2018.11.19-20 

12．学会名：WINERED 研究会 2018、発表者：谷口大輔、発表標題名：赤色超巨星組成解析 

の手法と結果の現状、開催地：東京大学、発表年月：2018.11.19-20 

13．学会名：WINERED 研究会 2018、発表者：安井千香子、発表標題名：中心星付近の mass  

flow プロセスの時間進化: 近赤外線高分散分光器 WINERED による Taurus 星生成領域

中の中質量星の観、開催地：東京大学、発表年月：2018.11.19-20 

14．学会名：WINERED 研究会 2018、発表者：濱野哲史、発表標題名：NIR Diffuse Interstelalr  

Bands Survey with WINERED、開催地：東京大学、発表年月：2018.11.19-20 

15．学会名：WINERED研究会2018、発表者：竹中慶一、発表標題名：DIB λ 10697のキャリ 

アへの制限、開催地：東京大学、発表年月：2018.11.19-20 

16．学会名：WINERED 研究会 2018、発表者：濱野哲史、発表標題名：WINERED Pipeline:  

current status, problems, & upcoming updates 、 開 催 地 ： 東 京 大 学 、 発 表 年 月 ：

2018.11.19-20 

17．学会名：WINERED 研究会 2018、発表者：池田優二、発表標題名：マゼラン移設の現状と 

見通し、開催地：東京大学、発表年月：2018.11.19-20 

18．学会名：WINERED 研究会 2018、発表者：大坪翔悟、発表標題名：マゼラン移設に向けた 

装置改修、開催地：東京大学、発表年月：2018.11.19-20 

19．学会名：WINERED 研究会 2018、発表者：渡瀬彩華、発表標題名：マゼラン望遠鏡用 大 

気分散補正の開発状況、開催地：東京大学、発表年月：2018.11.19-20 

20．学会名：WINERED 研究会 2018、発表者：松永典之、発表標題名：マゼランで期待される 

限界等級、ターゲット、開催地：東京大学、発表年月：2018.11.19-20 

21．学会名：WINERED 研究会 2018、発表者：松永典之、発表標題名：Magellan/WINERED に 

よるセファイドの分光観測、開催地：東京大学、発表年月：2018.11.19-20 

22．学会名：WINERED 研究会 2018、発表者：谷口大輔、発表標題名：散開星団を用いた銀 

河系円盤の金属量分布、開催地：東京大学、発表年月：2018.11.19-20 

23．学会名：WINERED 研究会 2018、発表者：辻本拓司、発表標題名：トランスアイアン及び r 

過程元素の化学進化研究、開催地：東京大学、発表年月：2018.11.19-20 

24．学会名：WINERED 研究会 2018、発表者：安井千香子、発表標題名：様々なパラメータ空 

間における YSO の観測提案、開催地：東京大学、発表年月：2018.11.19-20 
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25．学会名：WINERED 研究会 2018、発表者：濱野哲史、発表標題名：Magellanic Clouds with  

Magellan: Complex Molecules in Low Metallicity Environment、開催地：東京大学、発表年

月：2018.11.19-20 

26．学会名：WINERED 研究会 2018、発表者：河北秀世、発表標題名：Ozone in Solar System  

Objects: O2 emission at 1.27 μm、開催地：東京大学、発表年月：2018.11.19-20 

27．学会名：WINERED 研究会 2018、発表者：新井彰、発表標題名：新星のラインリストと今後 

の研究、開催地：東京大学、発表年月：2018.11.19-20 

28．学会名：WINERED 研究会 2018、発表者：新中善晴、発表標題名：彗星の N2 分子観測、 

開催地：東京大学、発表年月：2018.11.19-20 

29．学会名：WINERED 研究会 2018、発表者：鮫島寛明、発表標題名：スペクトルライブラリー 

の構築と z ∼ 3 クェーサーの観測、開催地：東京大学、発表年月：2018.11.19-20 

30．学会名：WINERED 研究会 2018、発表者：小林尚人、発表標題名：議論（マゼラン望遠鏡 

での観測へ向けて）、開催地：東京大学、発表年月：2018.11.19-20 

31．学会名：The life and times of the Milky Way、発表者：Daisuke Taniguchi, Noriyuki  

Matsunaga, Naoto Kobayashi, Kei Fukue, Satoshi Hamano, Yuji Ikeda, Hideyo Kawakita, 

Sohei Kondo, Hiroaki Sameshima, Chikako Yasui, Takuji Tsujimoto、発表標題名：Does the 

Bar-End Region Have Chemical Peculiarity? - NIR Spectroscopy of Red Supergiants 

around GMC Complex G23.3-0.4、開催地：Shanghai、発表年月：2018.11.12-16 

32．学会名：The life and times of the Milky Way、発表者：Kei Fuku, Noriyuki Matsunaga, Sohei  

Kondo, Daisuke Taniguchi, Yuji Ikeda, Naoto Kobayashi, Hiroaki Sameshima, Satoshi 

Hamano, Akira Arai, Hideyo Kawakita, Chikako Yasui, Natsuko Izumi, Misaki Mizumoto, 

Shogo Otsubo, Keiichi Takenaka, Ayaka Watase, Akira Asano, Tomohiro Yoshikawa, Takuji 

Tsujimoto 、 発 表 標 題 名 ： Measuring chemical abundances of red giants using 

high-resolution z ’ YJ-band spectra of WINERED 、 開 催 地 ： Shanghai 、 発 表 年 月 ：

2018.11.12-16 

33．学会名：The life and times of the Milky Way、発表者：Mingjie Jian、発表標題名： 

Line-depth ratios as indicators of stellar parameters: the metallicity and gravity effects 

based on WINERED near-IR high-resolution spectra、開催地：Shanghai、発表年月：

2018.11.12-16 

34．学会名：The life and times of the Milky Way、発表者：Noriyuki Matsunaga、発表標題名： 

Cepheids as tracers of the Milky Way with the Gaia DR2 catalogues、開催地：Shanghai、

発表年月：2018.11.12-16 

35．学会名：50th Annual Meeting Division for Planetary Science、発表者：Hideyo Kawakita、 

発表標題名：Origin of Peculiar Comet 21P/Giacobini-Zinner: Volatiles anc Crystalline 

Silicates、開催地：Knoxville, TN, USA、発表年月：2018.10.21-26 

36．学会名：日本天文学会 2018 年秋季年会、発表者：安井千香子、濱野哲史、福江慧、近 

藤荘平、鮫島寛明、竹中慶一、池田優二、河北秀世、大坪翔悟, 渡瀬彩華、松永典之、

水本岬希、谷口大輔、泉奈都子、小林尚人、WINERED 開発チーム、発表標題名：中心

星付近の mass flow プロセスの時間進化: 近赤外線高分散分光器 WINERED による

Tuaurs 星生成領域中の中質量星の観測、開催地：兵庫県立大学、発表年月：

2018.9.19-21 

37．学会名：日本天文学会 2018 年秋季年会、発表者：猿楽祐樹, 池田優二, 小林尚人, 馬 

目威男, 柳橋健太郎, 飯田直人, 堀内雅彦, 向井伸二, 近藤荘平, 河北秀世, 安井千香

子, 松永典之、発表標題名：解説限界モノリシック反射光学系：冷却環境下での光学性

能評価、開催地：兵庫県立大学、発表年月：2018.9.19-21 

38．学会名：日本天文学会 2018 年秋季年会、発表者：谷口大輔、松永典之、小林尚人、福 
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江慧、濱野哲史、池田優二、河北秀世、近藤荘平、鮫島寛明、安井千香子、辻本拓司、

発表標題名：近赤外線高分散分光器 WINERED を用いた分子雲複合体 G23.3-0.4 近傍に

ある赤色超巨星の組成解析、開催地：兵庫県立大学、発表年月：2018.9.19-21 

39．学会名：日本天文学会 2018 年秋季年会、発表者：猿楽祐樹, 池田優二, 小林尚人, 馬 

目威男, 柳橋健太郎, 飯田直人, 堀内雅彦, 向井伸二, 近藤荘平, 河北秀世, 安井千香

子, 松永雅之、発表標題名：回折限界モノリシック反射光学系：冷却環境下での光学性

能評価、開催地：兵庫県立大学、発表年月：2018.9.19-21 

40．学会名：日本天文学会 2018 年秋季年会、発表者：谷口大輔、松永典之、小林尚人、福 

江慧、濱野哲史、池田優二、河北秀世、近藤荘平、鮫島寛明、安井千香子、辻本拓司、

発表標題名：近赤外線高分散分光器WINEREDを用いた分子雲複合体G23.3−0.4近傍に

ある赤色超巨星の組成解析、開催地：兵庫県立大学、発表年月：2018.9.19-21 

41．学会名：日本天文学会 2018 年秋季年会、発表者：安井千香子, 濱野哲史, 福江慧, 近 

藤荘平, 鮫島寛明, 竹中慶一, 池田優二, 河北秀世, 大坪翔悟, 渡瀬彩華, 松永典之, 

水本岬希, 谷口大輔, 泉奈都子, 小林尚人, WINERED 開発チーム、発表標題名：中心星

付近の mass flow プロセスの時間進化: 近赤外線高分散分光器 WINERED によるTuaurs

星生成領域中の中質量星の観測、開催地：兵庫県立大学、発表年月：2018.9.19-21 

42．学会名：第 48 回天文・天体物理若手夏の学校、発表者：渡瀬彩華、発表標題名：近赤外 

線高分散分光器 WINERED：マゼラン望遠鏡用大気分散補正ユニットの設計、開催地： 

愛知県 ロワジールホテル豊橋、発表年月：2018.7.22-25 

43．学会名：第 48 回天文・天体物理若手夏の学校、発表者：谷口大輔、松永典之、小林尚 

人、福江慧、濱野哲史、池田優二、河北秀世、近藤荘平、鮫島寛明、安井千香子、発表

標題名：近赤外線高分散分光器 WINERED：マゼラン望遠鏡用大気分散補正ユニットの設

計、開催地： 愛知県 ロワジールホテル豊橋、発表年月：2018.7.22-25 

44．学会名：SPIE 2018 Astronoimcal Telescopes + Instrumentatio、発表者：Yuji Ikeda, Naoto  

Kobayashi, Sohei Kondo, Shogo Otsubo, Ayaka Watase, Taichi Murai, Kyoko Sakamoto, 

Satoshi Hamano, Hiroaki Sameshima, Kei Fukue, Akira Arai, Tomohiro Yoshikawa, Kei-ichi 

Takenaka, Takeo Manome, Shinji Mukai, Naoto Iida, Kentaro Yanagibashi, Chikako Yasui, 

Misaki Mizumoto, Noriyuki Matsunaga, Giuseppe Bono, and Hideyo Kawakita、発表標題

名 ： Very high-sensitive NIR high-resolution spectrograph WINERED: On-going 

observations at NTT、開催地：Austin, Texas、発表年月：2018.06.10-15 

45．学会名：SPIE (Astronomical Telescopes + Instrumentation)、発表者：Yuji Ikeda, Naoto  

Kobayashi, Sohei Kondo, Shogo Otsubo, Ayaka Watase, Taichi Murai, Kyoko Sakamoto, 

Satoshi Hamano, Hiroaki Sameshima, Kei Fukue, Akira Arai, Tomohiro Yoshikawa, Kei-ichi 

Takenaka, Takeo Manome, Shinji Mukai, Naoto Iida, Kentaro Yanagibashi, Chikako Yasui, 

Misaki Mizumoto, Noriyuki Matsunaga, Giuseppe Bono, and Hideyo Kawakita、発表標題

名 ： Very high-sensitive NIR high-resolution spectrograph WINERED: On-going 

observations at NTT、開催地：Austin, Texas、発表年月：2018.6.14-19 

46．学会名：Rosetta Science Workshop and SWT49、発表者：Shinnaka, Yoshiharu、発表標題 

名：Nitrogen isotopic ratios in amine and nitrile in comets、開催地：ギリシャ、発表年月：

2018.5.28-6.1 

47．学会名：日本地球惑星科学連合 2018 年大会、発表者：新中善晴、発表標題名： 

17P/Homes 彗星の中間赤外線スペクトルから探る鉱物の形成環境、開催地：千葉県 幕

張メッセ 国際会議場、発表年月：2018.5.20-24 

48．学会名：日本地球惑星科学連合 2018 年大会、発表者：新中善晴、発表標題名： 

Polarimetry of Near-Earth Asteroid(3200) phaethon 2017 December、開催地：千葉県 幕

張メッセ 国際会議場、発表年月：2018.5.20-24 
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49．学会名：日本地球惑星科学連合 2018 年大会、発表者：Yuna Grace Kwon、Masateru  

Ishiguro、Yoshiharu Shinnaka、Tatsuya Nakaoka、Koji S. Kawabata、Daisuke Kuroda、

Hidekazu Hanayama、Miho Kawabata、Makoto Uemura、Hiroshi Akitaya、発表標題名：

Spectropolarimetric Signals of Comet 2P/Encke During Its 2017 Apparition、開催地：千葉

県 幕張メッセ 国際会議場、発表年月：2018.5.20-24 

50．学会名：EWASS、発表者：kawakita、発表標題名：Nucleosynthesis in Classical Novae:  

Isotopic Ratios of Carbon and Nitrogen in V2676 Oph、開催地：Liverpool、発表年月：

2018.4.3-6 

51．学会名：EWASS、発表者：Arai, Akira、発表標題名：Nucleosynthesis in Classical Novae:  

Detection of Beryllium-7 by Optical High-Resolution Spectroscopic Observations、開催

地：Liverpool、発表年月：2018.4.3-6 

52．学会名：第 23 回 天体スペクトル研究会、発表者：福江 慧, 松永典之, 谷口大輔, 小林 

尚人, 近藤荘平, 鮫島寛明, 濱野哲史, 河北秀世, 池田優二, 辻本拓司, 安井千香子, 

G.Bono, L.Inno, WINERED 開発チーム、発表標題名：近赤外線高分散分光器 WINERED を

用いた、z',Y,J バンドにおける晩期型星の化学組成解析、開催地：ノートルダム清心女子

大学、発表年月：2018.02.24-25 

53．学会名：天の川銀河研究会 2017、発表者：谷口 大輔, 松永典之, 小林尚人, 福江慧,  

濱野哲史, 池田優二, 河北秀世, 近藤荘平, 鮫島寛明, 安井千香子、発表標題名：近赤

外高分散分光器 WINERED を用いたY、Jバンドのライン強度比からの晩期型巨星有効温

度の決定法、開催地：鹿児島大学、発表年月：2017.10.24-26  

54．学会名：天の川銀河研究会 2017、発表者：福江 慧, 松永典之, 谷口大輔, 小林尚人,  

近藤荘平, 鮫島寛明, 濱野哲史, 河北秀世, 池田優二, 辻本拓司, 安井千香子, G.Bono, 

L.Inno, WINERED 開発チーム、発表標題名：近赤外高分散分光器 WINERED を用いた変

光星の分光観測と組成解析の現状、開催地：鹿児島大学、発表年月：2017.10.24-26  

55．学会名：天の川銀河研究会 2017、発表者：池田優二, 小林尚人, 松永典之, 河北秀世,  

WINERED 開発/運用チーム、発表標題名：高感度近赤外線高分散分光器 WINERED と

それを用いた銀河の化学進化の研究、開催地：鹿児島大学、発表年月：2017.10.24-26  

56．学会名：天の川銀河研究会 2017、発表者：松永典之、発表標題名：脈動変光星を用い 

た銀河系研究、開催地：鹿児島大学、発表年月：2017.10.24-26  

57．学会名：日本天文学会 2017 年秋季、発表者：池田優二, 小林尚人, 松永典之, 河北秀 

世, 近藤荘平, 福江慧, 鮫島寛明, 濱野哲史, 新井彰, 安井千香子, WINERED 開発チ

ーム、発表標題名：近赤外線高分散分光器 WINERED が拓く short-NIR 領域での恒星物

理学、開催地：北海道大学、発表年月：2017.9.11-13  

58．学会名：日本天文学会 2017 年秋季、発表者：近藤荘平, 池田優二, 小林尚人, 安井千 

香子, 福江慧, 鮫島寛明,濱野哲史, 大坪翔悟, 渡瀬彩華, 村井太一, 竹中慶一, 新井

彰, 河北秀世, 松永典之,WINERED 開発グループ、発表標題名：近赤外線高分散分光

器 WINERED:高感度非冷却近赤外線分光器の実現、開催地：北海道大学、発表年月：

2017.9.11-13  

59．学会名：日本天文学会 2017 年秋季、発表者：渡瀬彩華, 池田優二, 近藤荘平, 濱野哲 

史, 大坪翔悟, 福江慧, 鮫島寛明, 新井彰, 村井太一, 河北秀世, 安井千香子,Giuseppe 

Bono, 松永典之, 小林尚人,WINERED 開発グループ、発表標題名：近赤外線高分散分

光器 WINERED： 波長安定性が高 S/N 赤外線スペクトルに与える影響、開催地：北海道

大学、発表年月：2017.9.11-13 

60．学会名：日本天文学会 2017 年秋季、発表者：濱野哲史, 河北秀世, 竹中慶一, 池田優 

二, 近藤荘平, 鮫島寛明, 福江慧, 新井彰, 大坪翔悟, 渡瀬彩華, 小林尚人, 松永典之, 

安井千香子, WINERED 開発チーム、発表標題名：近赤外線高分散分光器WINERED: C2, 
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CN 分子バンドの検出、開催地：北海道大学、発表年月：2017.9.11-13  

61．学会名：日本天文学会 2017 年秋季、発表者：猿楽祐樹、猿楽祐樹、池田優二、加地紗 

由美、小林尚人、助川隆、新崎貴之、近藤荘平、河北秀世、安井千香子、発表標題名：

VINROUGE 搭載用高効率 Ge イマージョングレーティングの低温性能実証、開催地：北海

道大学、発表年月：2017.9.11-13  

62．学会名：日本天文学会 2017 年秋季、発表者：福江慧、近藤荘平、鮫島寛明、濱野哲史、 

河北秀世、池田優二、松永典之、谷口大輔、小林尚人、安井千香子、辻本拓司、

WINERED 開発チーム、発表標題名：近赤外線高分散分光器 WINERED : z′,Y,J バンド

における晩期型星の元素組成解析、開催地：北海道大学、発表年月：2017.9.11-13  

63．学会名：日本天文学会 2017 年秋季、発表者：竹中慶一、濱野哲史、河北秀世、池田優 

二、近藤荘平、鮫島寛明、福江慧、新井彰、大坪翔悟、渡瀬彩華、小林尚人、松永典之、

安井千香子、WINERED 開発チーム、発表標題名：近赤外線高分散分光器 WINERED：

DIB λ10697 のキャリア分子への制限、開催地：北海道大学、発表年月：2017.9.11-13  

64．学会名：日本天文学会 2017 年秋季、発表者：谷口大輔、松永典之、小林尚人、福江慧、 

濱野哲史、池田優二、河北秀世、近藤荘平、鮫島寛明、安井千香子、発表標題名：近赤

外線高分散分光器 WINERED を用いた Y, J バンドのライン強度比からの晩期型巨星有効

温度の決定法、開催地：北海道大学、発表年月：2017.9.11-13  

65．学会名：The Golden Age of Cataclysmic Variables and Related Objects IV、発表者： 

Kawakita, Hideyo、発表標題名：Evolution of V2676 Oph: formation of molecules and dust 

grains、開催地：Palermo, Italy、発表年月：2017.9.11-13  

66．学会名：The Golden Age of Cataclysmic Variables and Related Objects IV、発表者：Arai,  

Akira、発表標題名：The origin of absorption feature and the ejecta structure of V2659 

Cyg、開催地：Palermo, Italy、発表年月：2017.9.11-13  

67．学会名：日本天文学会 2017 年秋季、発表者：福江慧, 近藤荘平, 鮫島寛明, 濱野哲史,  

河北秀世 , 池田優二 , 松永典之 , 谷口大輔 ,小林尚人 , 安井千香子 , 辻本拓司 , 

WINERED 開発チーム、発表標題名：近赤外線高分散分光器 WINERED : z′, Y, J バンド

における晩期型星の元素組成解析、開催地：北海道大学、発表年月：2017.9.11-13  

68．学会名：日本天文学会 2017 年秋季、発表者：鮫島寛明、池田優二、福江慧、近藤荘平、 

濱野哲史、河北秀世、松永典之、小林尚人、安井千香子、辻本拓司、WINERED 開発チ

ーム、発表標題名：近赤外線高分散分光器 WINERED: A 型星の近赤外線ラインリスト、

開催地：北海道大学、発表年月：2017.9.11-13  

69．学会名：日本天文学会 2017 年秋季、発表者：竹中慶一, 濱野哲史, 河北秀世, 池田優 

二, 近藤荘平, 鮫島寛明, 福江慧, 小林尚人, 松永典之, 安井千香子,WINERED 開発チ

ーム、発表標題名：近赤外線高分散分光器 WINERED：DIB  10697 のキャリア分子への

制限、開催地：北海道大学、発表年月：2017.9.11-13  

70．学会名：日本天文学会 2017 年秋季、発表者：猿楽祐樹, 池田優二, 加地紗由美, 小林 

尚人, 助川隆, 新崎貴之, 近藤荘平, 河北秀世, 安井千香子、発表標題名：近赤外線高

分散分光器 WINERED:高感度非冷却近赤外線分光器の実現、開催地：北海道大学、発

表年月：2017.9.11-13 

71．学会名：日本天文学会 2017 年秋季、発表者：猿楽祐樹, 池田優二, 小林尚人, 馬目威 

男, 堀内雅彦, 柳橋健太郎, 飯田直人, 新崎貴之, 加地紗由美, 河北秀世, 近藤荘平, 

松永典之, 本田充彦, 安井千香子, 臼田知史、発表標題名：超低熱膨張セラミックを用

いた赤外線観測用アサーマル反射光学系の開発、開催地：北海道大学、発表年月：

2017.9.11-13 

72．学会名：Nuclear spin effects in Astrochemistry、発表者：Kawakita, Hideyo、発表標題名： 

Nuclear Spin Isomers in Cometary Molecules: Survey for Ortho-to-Para Ratios of 
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Ammonia in Comets、開催地：Grenoble, France、発表年月：2017.5.2-4 

73．学会名：Fullerenes in Space Workshop、発表者：Hamano, Satoshi、発表標題名：Survey  

of Near infrared Diffuse Interstellar Bands 、 開 催 地 ： Edinburgh, UK 、 発 表 年 月 ：

2017.4.9-10 

74．学会名：IAUS 332： Astrochemistry VII － Through the Cosmos from Galaxies to  

Planets、発表者：Hamano, S.、発表標題名：A Survey of Near-infrared Diffuse Interstellar 

Bands、開催地：Puerto Varas, Chile、発表年月：2017.3.20-24（＊） 

75．学会名：日本天文学会 2017 年春季年会、発表者：河北秀世、新中善晴、WINERED グル 

ープ.、発表標題名：WINERED による彗星 CN 分子バンド輝線の高分散分光観測、開催

地：九州大学、発表年月：2017.3.15-18 

76．学会名：日本天文学会 2017 年春季年会、発表者：加地紗由美、猿楽祐樹、池田優二、 

小林尚人、助川隆、中西賢之、近藤荘平、河北秀世.、発表標題名：赤外線光学材料の

低温度減光係数測定のための高精度 FTIR システムの開発と初期測定結果、開催地：九

州大学、発表年月：2017.3.15-18（＊） 

77．学会名：日本天文学会 2017 年春季年会、発表者：大坪翔悟、近藤荘平、池田優二、小 

林尚人、渡瀬彩華、福江慧, 吉川智裕、濱野哲史、鮫島寛明、竹中慶一、村井太一、坂

本匡子、河北秀世、Giuseppe Bono、松永典之、WINERED グループ.、発表標題名：近赤

外高分散分光器 WINERED：NTT 搭載時における総合性能の評価、開催地：九州大学、

発表年月：2017.3.15-18 

78．学会名：日本天文学会 2016 年春季年会、発表者：福江慧, 松永典之, 山本遼, 小林尚 

人, 安井千香子, 近藤荘平, 池田優二, 濱野哲史, 新崎貴之, 辻本拓司, G. Bono, L. 

Inno、発表標題名：近赤外線高分散分光による銀河系中心セファイドの金属量の導出、

開催地：首都大学東京、発表年月：2016.3.14-17 

79．学会名：日本天文学会 2016 年春季年会、発表者：鮫島寛明, 池田優二, 近藤荘平, 濱 

野哲史, 河北秀世, 小林尚人, 松永典之, 福江慧.、発表標題名：近赤外線高分散分光

器 WINERED: 大気吸収線の補正、開催地：首都大学東京、発表年月：2016.3.14-17（＊） 

80．学会名：日本天文学会 2016 年春季年会、発表者：鮫島寛明, 吉井譲.、発表標題名：クェ 

ーサーで探る[Mg/Fe] 組成比の宇宙論的進化と星形成史、開催地：首都大学東京、発

表年月：2016.3.14-17 

81．学会名：第 21 回天体スペクトル研究会、発表者：鮫島寛明.、発表標題名：近赤外線高分

散スペクトルでの大気吸収線の高度な補正、開催地：甲南大学、発表年月：2016.2.27-28 

82．学会名：第 5 回 可視赤外線観測装置技術ワークショップ、発表者：大坪翔悟、小林尚 

人、池田優二、松永典之、近藤荘平、鮫島寛明、濱野哲史、河北秀世、発表標題名：近

赤外高分散分光器「WINERED」：広帯域モードの性能と R80,000 モードの搭載、開催地：

東北大学、発表年月：2015.12.07-09 

83．学会名：近赤外高分散分光研究会、発表者：近藤荘平、発表標題名：近赤外高分散分 

光器「WINERED」：広帯域モードでの初期成果、開催地：国立天文台、発表年 月：

2015.11.24-26 

84．学会名：近赤外高分散分光研究会、発表者：大坪翔悟、発表標題名：近赤外高分散分 

光器「WINERED」：広帯域モードの性能と超高分散モードの搭載、開催地：国立天文台、

発表年月：2015.11.24-26 

85．学会名：日本天文学会 2015 年秋季年会、発表者：.水本岬希、発表標題名：近赤外高分 

散分光観測で迫る LBV 星の周辺構造、開催地：甲南大学、発表年月：2016.9.9-11 

86．学会名：日本天文学会 2015 年秋季年会、発表者：.安井千香子, 小林尚人, 泉奈都子,  

斎藤正雄, Alan T. Tokunaga、発表標題名：銀河系外縁部における低金属量星生成領域

Sh 2-207 の近赤外深撮像、開催地：甲南大学、発表年月：2016159.9-11 
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87．学会名：日本天文学会 2015 年秋季年会、発表者：泉奈都子, 小林尚人, 安井千香子,  

濱野哲史, 斎藤正雄, Alan T. Tokunaga.、発表標題名：WISE データを用いた銀河系最外

縁領域における星生成領域探査、開催地：甲南大学、発表年月：2016.9.9-11 

88．学会名：日本天文学会 2015 年秋季年会、発表者：濱野哲史.、発表標題名：WINERED を 

用いた Cyg OB2 association の赤外線高分散分光観測-DIB の環境依存性-、開催地：甲

南大学、発表年月：2016.9.9-11 

89．学会名：日本天文学会 2015 年秋季年会、発表者：大坪翔悟.、発表標題名：、近赤外線 

高分散分光器 WINERED: high-blazed echelle grating を用いた超高分散化 開催地：甲南

大学、発表年月：2016.9.9-11 

90．学会名：From Interstellar Ices to Polycyclic Aromatic Hydrocarbons A Symposium to  

Honor Lou Allamandola’s Contributions to the Molecular Universe、発表者：.Satoshi 

Hamano、発表標題名：The Survey of Near-Infrared Di use Interstellar Bands、開催地：

Annapolis、発表年月：2015.9.13-17 

91．学会名：The 8th meeting on Cosmic Dust、発表者：.Satoshi Hamano、発表標題名：The  

interstellar medium viewed by the AKARI far-infrared all-sky survey、開催地：Tokyo、発

表年月：2015.8.17-21 

92．学会名：Frontiers of Stellar Spectroscopy、発表者：.Noriyuki Matsunaga、発表標題名： 

Kinematics of classical Cepheids in the Nuclear Stellar Disk、開催地：Heidelberg、発表年

月：2015.04.27-30 

93．学会名：Frontiers of Stellar Spectroscopy、発表者：Sohei Kondo.、発表標題名：Studies  

of late type stars with z-, Y-, J- bands high-resolution spectrograph, WINERED、開催地：

Heidelberg、発表年月：2015.04.27-30 

94．学会名：Frontiers of Stellar Spectroscopy、発表者：.Misaki Mizumoto、発表標題名： 

Near-Infrared 0.91-1.32 μm High-resolution Spectroscopy of Luminous Blue Variable 

Stars with WINERED、開催地：Heidelberg、発表年月：2015.04.27-30 

 

＜研究成果の公開状況＞（上記以外） 

シンポジウム・学会等の実施状況、インターネットでの公開状況等 

＜既に実施しているもの＞ 

WINERED 研究会 2018 

日時：2018 年 11 月 19 日(月) 13:00 〜 20 日(火) 17:00 

会場：東京大学 理学部 1 号館(中央棟)10 階 1042 号室 

http://stella.astron.s.u-tokyo.ac.jp/workshop201811/ 

 

＜これから実施する予定のもの＞ 

該当なし 

 

 

１４ その他の研究成果等 

赤外線高分散ラボ(LIH=Laboratory of Infrared High-resolution spectroscopy) 

・赤外線高分散ラボ 

http://merlot.kyoto-su.ac.jp/LIH/index.html 

・新星爆発関連 

https://www.kyoto-su.ac.jp/observatory/project.html 

 

http://stella.astron.s.u-tokyo.ac.jp/workshop201811/
http://merlot.kyoto-su.ac.jp/LIH/index.html
https://www.kyoto-su.ac.jp/observatory/project.html
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１５ 「選定時」及び「中間評価時」に付された留意事項及び対応 

＜「選定時」に付された留意事項＞ 

該当なし 

 

＜「選定時」に付された留意事項への対応＞ 

該当なし 

 

＜「中間評価時」に付された留意事項＞ 

該当なし 

 

＜「中間評価時」に付された留意事項への対応＞ 

該当なし 
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１６ （千円）

国立天文台

国立天文台

245,940 162,705 0

199,536

21,206

207,516

428,258

0

138,299 49,604 0 19,613

0

0

66,764

0

0

149,640

0

52,693

0

0

0

52,350

0

19,613

0 00 0

0 0

0 0

16,213

7,873 13,333

0 0

99,768 99,768 0 0 0

0 0 0 0

36,150 14,401

35,612 13,338 3,400

38,246 14,447

74,820 74,820

7,873 13,333

24,94824,94849,896

0

0

0

0

9,385

21,206

26,324 22,796 3,528

平
成
2
9
年
度

設 備

装 置

設 備

平
成
3
0
年
度

装 置

研究費

研究費

装 置

施 設

総 計

総

額

研究費

設 備

研究費

平
成
2
6
年
度

施 設

装 置

装 置

施 設

施 設

装 置

設 備

法人番号

寄付金 その他（　　　　　　　　　　）
受託

研究等

プロジェクト番号 S1411028

内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　訳

備　考

261003

共同研
究機関
負担

年度・区分

研究費

支出額 法　人
負　担

私　学
助　成

設 備

5,495 3,890

設 備

平
成
2
7
年
度

施 設平
成
2
8
年
度

施 設

研究費
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１７
（千円）

神山天文台

※　私学助成による補助事業として行った新増築により、整備前と比較して増加した面積
㎡

（千円）

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

１８ 研究費の支出状況 （千円）
  平成 年度

358
0

ポスト・ドクター 0

イマージョン回析格子
（波長1μm、装置搭載
用）

学内3人　

H21 1,880㎡ 30

H25 168㎡

国外旅費（1,444）、国内旅費（796）
謝金（70）、業務委託費（2,165）

補助主体

私学助成

補助主体

私学助成

私学助成

私学助成

私学助成

0

1,374
0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）
３Dプリンタ Projeto1000システム（2,343）

1,374

計

計

2,343

３Dプリンタ2,343

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

アルバイト代 358

2,343

時給1,000円・年間358時間
実人数 4人

5,310
送金手数料 77

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出
358

送金手数料（7）

2,240
謝金、業務委託費

0

国外旅費、国内旅費
2,235

164
2,240

0

主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出
プリンタ消耗品（148）、中間赤外線偏光フィルター他（516）

支　出　額

消耗品費

積　　算　　内　　訳

13,333

700

49,982 24,991

1台 4,000H27

イマージョン回析格子
（MIR、装置搭載用）

中間赤外線用エシェル
メーター

49,978

1,400

1,000

21,206赤外線検出器（Eng.級）

H28

H28

《施　　設》  （私学助成を受けていないものも含め、使用している施設をすべて記載してください。）

補助金額整備年度

赤外線検出器（Sci級）

H28

《装置・設備》　（私学助成を受けていないものは、主なもののみを記載してください。）

4,0001台

1台

1台

24,989

H27

0

24,948
（研究装置）

研究室等数 使用者数

稼働時間数装置・設備の名称 台　　数型　　番 事業経費 補助金額

49,896

事業経費施　設　の　名　称

計

49,680 24,840

（情報処理関係設備）

図　　　　書

リサーチ・アシスタント

（支払手数料）
報酬・委託料

1台

論文投稿掲載料（164）

小  科  目
主　な　使　途

消　耗　品　費
0

論文投稿掲載料
0

金　　額

664

研究支援推進経費

664

光　熱　水　費

164

教育研究用機器備品

人件費支出
（兼務職員）

教育研究経費支出

印刷製本費
旅費交通費

2,235

26

（研究設備）

整備年度

研究施設面積

通信運搬費

年　　　度

万有館（B209実験室
およびB204実験室）

計

10
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  平成 年度

  平成 年度

（公租公課・保険料） 150 空港税ほか 150 公租公課（34）、その他の保険料（116）

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

教育研究経費支出 0 0

人件費支出 708 アルバイト代

図　　　　書 0 0
教育研究用機器備品 0 0

研究支援推進経費 0
ポスト・ドクター 17,280 学内4人

19,137

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

年　　　度 27

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 972 消耗品費 972 真空デシケータ（342）、可視光用反射型回折格子（172）、その他消耗品（458）

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 139 輸送費 139 機器輸送費（139）

印刷製本費 206 論文投稿掲載料 206 論文投稿掲載料（206）

旅費交通費 2,478 国外旅費、国内旅費 2,478 国外旅費（1,941）、国内旅費（537）

報酬・委託料 2,358 謝金、業務委託費 2,358 謝金（20）、業務委託費（2,338）

（支払手数料） 15 送金手数料 15 送金手数料（15）

（諸会費） 161 学会参加費 161 学会参加費（161）

計 6,479

708 時給1,450円・年間202時間，時給1,000円・年間416時間

（兼務職員） 実人数 2人

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

リサーチ・アシスタント 1,857 学内2人

計 0

計 708

支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

計

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 1,335 消耗品費 1,335 一般消耗品（1,335）

年　　　度 28

小  科  目

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 10,067 輸送費 10,067 輸送費（10,067）

印刷製本費 158 論文投稿掲載料 158 論文掲載料（158）

旅費交通費 7,534 国内旅費、国外旅費 7,534 国内旅費（617）、国外旅費（6,917）

報酬・委託料 9,845 業務委託費、謝金 9,845 業務委託費（9,795）、謝金（50）

（支払手数料） 107 送金手数料 691 送金手数料（107）
計 29,630 30,214

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 586 アルバイト代 586 時給1,000円・年間586時間
（兼務職員） 実人数 4人

教育研究経費支出 0 0
計 586

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 2,321 真空ポンプほか 2,321 真空ポンプ（1,306）、温度コントローラ（1,015）

図　　　　書 0
計 2,321

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 236 学内1人
ポスト・ドクター 19,920 学内5人

研究支援推進経費 0

計 20,156

（公租公課・保険料） 261 空港税ほか 261 公租公課（233）、その他の保険料（28）
（諸会費・出版物費） 323 学会参加費・出版物費 323 学会参加費（320）、出版物費（3）
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  平成 年度

  平成 年度

（賃借料・諸会費）
（公租公課・支払手数料）

521 賃借料・学会参加費 521 賃借料（269）学会参加費（252）
529 公租公課・支払手数料 529 公租公課（198）、支払手数料（331）

（賃借料・諸会費） 411 賃借料・学会参加費 411 賃借料（337）学会参加費（74）

（公租公課・支払手数料） 1,524 公租公課・支払手数料 1,524 公租公課（1,396）、支払手数料（128）

計 19,412

ポスト・ドクター 17,040 学内４人
研究支援推進経費

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 2,372 学内２人

図　　　　書 0
計 3,888 3,888

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 3,888 観測装置制御ユニット 3,888 観測装置制御ユニット（3,888）

教育研究経費支出 0
計 641 641

人件費支出 641 641 時給1,450円・年間175時間、時給1,000円・年間388時間

（兼務職員） 実人数２人

計 26,610 26,610

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料 11,578 業務委託費・保守委託費 11,578 業務委託費（11,085）、保守委託費（493）

（燃料費・保険料） 32 燃料費・保険料 32 燃料費（8）、保険料（24）

印刷製本費 14 印刷製本費 14 印刷製本費（14）

旅費交通費 7,087 国内外出張旅費 7,087 国内旅費（1,171）、国外旅費（5,916）

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 1,715 輸送費 1,715 輸送費（1,715）

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 5,134 消耗品費 5,134 一般消耗品（5,134）

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

計 19,631

年　　　度 30

ポスト・ドクター 17,280 学内４人
研究支援推進経費 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 2,351 学内２人

図　　　　書 19 図書 19
計 6,261 6,261

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 6,242 冷凍機ほか 6,242 冷凍機（3,132）、透過型球面原器（1,188）、複合機他（1,922）

教育研究経費支出 0 0
計 996 996

人件費支出 996 アルバイト代 996 時給1,450円・年間330時間、時給1,000円・年間518時間

（兼務職員） 実人数５人

計 22,062 22,062

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料 8,826 業務委託費・謝金 8,826 業務委託費（8,826）

（燃料費・保険料） 95 燃料費・保険料 95 燃料費（9）、保険料（86）

印刷製本費 0 印刷製本費 0

旅費交通費 9,252 国内外出張旅費 9,252 国内旅費（846）、国外旅費（8,406）

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 1,482 輸送費 1,482 輸送費（1,482）

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 472 消耗品費 472 一般消耗品（472）

年　　　度 29

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容


